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やり投げ助走路

マーキング

S

N

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝21.4ｍ2

4
,
2
5
2

37,527

950

5,020 32,507

70
4,000

芝カット　L=37.5ｍ×2

砲丸投サークル清掃・塗装

芝カット

L=6.7ｍ+1.26ｍ+0.5ｍ

 =8.46ｍ

砲丸落下域整備

A=179.4ｍ2

芝カット

L=56.0ｍ

18,000

兼用サークル改修

防球ネットメンテナンス

34.92°

芝刈り・不陸整正

A=921.2ｍ2

55,000

①

②

⑥

⑨

⑦

⑧

⑧

⑤

③

芝カット

L=7.9ｍ+0.5ｍ+1.26ｍ

 =9.66ｍ

⑦

芝
カ

ッ
ト

　

L
=
4
.
3
ｍ

⑦

⑧

角度線改修

L=0.25×2=0.5ｍ

退避線改修

L=0.63×2=1.26ｍ

④

④

角度線改修

L=0.25×2=0.5ｍ

退避線改修

L=0.63×2=1.26ｍ

④

④

名　　称

数量表
寸法・規格 数  量 単位 備　考

21.4

記　号

ウレタン切削・オーバーレイ ｍ2

ｍ2

921.2芝刈り・不陸整正 ｍ2

2ｍｍ切削3ｍｍオーバーレイ
レオタンαエンボスSF（ローラーエンボス仕上げ）

芝刈り
不陸整正（目砂補充）

153.4 ｍ芝カット

番号

①

②

③

④

⑦

⑧

179.4砲丸落下域整備
グリーンコート不陸整正、補充
ラインテープ撤去・新設

1.0 式マーキング
アクリルウレタン系樹脂塗料
施工時の最新ルールに依る

兼用サークル改修
既設コンクリートはつり・新規打設
ハケ引き仕上げ、サークル枠、退避線塗装 1.0 箇所

砲丸投サークル清掃・塗装

防球ネットメンテナンス

⑨

ワイヤーのメンテナンス：2箇所 1.0 式

3.5 ｍ角度線・退避線改修 50×150×250

⑥

清掃（排水含む）・サークル枠、退避線塗装
アクリルウレタン系樹脂塗料 1.0 箇所

⑩

⑤
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改修後改修前

  ウレタン切削・オーバーレイ工　断面図    　　　     

1

32 2

S=2:1

既設ウレタン舗装（ローラーエンボス仕上げ）

切削（乾式切削機使用）

ウレタン舗装（レオタンαエンボスSF）

ローラーエンボス仕上げ(赤)　t=1mm

上塗り層（赤）　t=2mmトップコート

切削面

既設弾性層

切削面

※ウレタン舗装における施工管理は、一般社団法人　日本運動施設建設業協会が認定する
　運動施設施工技士によるものとする。

　舗　装　材：レオタンαエンボス

　　　　　　　エンボス層：主剤TF-510・硬化剤NM-50ER

　　　　　　　上塗り層：主剤TF-614・硬化剤NM-50UR（赤）

　表面仕上げ：ローラーエンボス仕上げ

※使用するウレタン舗装材は、既設ウレタン舗装と同等の２液性ウレタン材とする。

撤
去

遮熱トップコート
（クーリッシュコート）

　　　　　　　トップコート：遮熱トップコート（クーリッシュコート）

※陸上競技場公認に関する細則第８条第２項（６）に基づくとともに、走行感の均一性と利用者の
　安全性を確保するため、舗装材は既設と同等とし、表面仕上げおよび硬度は既存の舗装材と同一とする。

角度線・退避線ブロック詳細図 S=1:10

表面：硬質ゴム被覆式（白）
コンクリートブロック

50×150×250

FH

モルタル（1:3）

コンクリート
（18-8-25）

砕石基礎
（C-40）

50

350

1
6
0

100

50 250

1
1
0

1
0
03
7
0 1
0

1
0
0

10050

3
0

1
3
0

50

耕運、不陸整正・転圧
グリーンコート舗装補充　t=10ｍｍ

砲丸落下域舗装断面図 S=1:10

※クレイ舗装における施工管理は、一般社団法人　日本運動施設建設業協会
　が認定する運動施設施工技士によるものとする。

表面処理：グランドガード　1.0kg/ｍ2）

50

1
.3

ライン詳細図 S=1:2

＜断面図＞

＜平面図＞

6
0

厚さ1.3ｍｍ

平頭白釘 3 L=65

グラスファイバーヤーン１５本

34.92°

φ2,5
00

兼用サークル改修詳細図 S=1:20

表層撤去・打ち直し

（表面刷毛引仕上げ）

投てき角度表示マーク

ファール指示マーク

W50×L750

中心釘

円盤投サークル塗装（白）

　サークル改修詳細図       S=1:10

表層コンクリート撤去

7
0

既設コンクリート

コンクリート（21-8-25）

（表面刷毛引仕上げ）　

7
0

サークル塗装

OP仕上げ（白）

既設コンクリート

撤
去

＜撤去＞ ＜計画＞

▽GL ▽GL

▽FH

750

5
0

φ2,135

φ2,135

2
0

砲丸投サークル清掃・塗装詳細図

断面図

平面図

34.92°

S=1:20

ファール表示マーク

砲丸投サークル塗装（白）

砲丸投サークル塗装（白）

既設排水管既設排水管

投てき角度表示マーク

サークル表面

高圧洗浄

ウレタン切削・オーバーレイ 角度線・退避線改修

兼用サークル改修

砲丸落下域整備

砲丸投サークル清掃・塗装
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